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はじめに
矢島鐘二は、大正期に活躍した傑出した体育指導
者であった。日本体育会体操学校卒業後、岡山師範
学校、栃木中学校勤務を経て、群馬県師範学校の体
操教師として、この時期の体育実践をリードしたこ
とで知られる。群馬県師範学校に大正 2年着任する
や、この時期に成立した我が国初の学校体育の指針
となる「学校体操教授要目」の全面的な展開を目指
し、県下の小学校体育の普及に邁進する。明治以降
の学校体操科の普及拡大は新たな時期をむかえてお
り、ヨーロッパ、特に北欧のスウエーデン体操を中
核とした新しい体操教育の指針が国レベルで要請さ
れ、数年の検討を経て、新たな教授要目として成立
するに及び、群馬県は彼の指導とともに、一躍体操
模範県として名乗りを上げたのであった。文部省、
体育指導者の中心的な養成機関である東京高等師範
学校、さらに陸軍省といった中央の機関からの指導
や検閲、参観をあおぎながら、全国からの参観者を
集める状況をつくりあげていった。その矢島鐘二へ
の評価を体育史家の真行寺朗生は、「近代日本体育
史」中に次のように記している。
「……其の理論的開発に其の実際的指導に東奔西
走して活動すること殆んど寧日なく、其の氏が
天稟たる能辯に霊筆に妙技に行くところとして
可ならざるなき素質は、遂に学校体操教授要目
の実施に於ては全く天下の魁となり、而して体
操教育としての天下の群馬県たらしめた点にあ
る。」??
群馬県の体育実践に関しては、矢島の著書「群馬
県に於ける基本体育の経過」（大正 7年)??に詳し
い。また、拙稿??においても、この時期の彼の実践に
ついて、明らかにしている。本稿では、矢島の群馬
県の実践以降の活動について、触れてみたい。矢島
の群馬県における活動は、学校体操教授要目の第二
次改訂期に沿うような形で収束する。学校体操の統
一的な指針であった教授要目の理論的な再構築やあ
らたな教材内容の編入など、改訂期にあって、矢島
の体操重点主義とも言えそうな指導理念や指導の実
際は、現場から、批判をあびる結果となっていった。
矢島の離県は、そうした事情と無関係ではなかった。
矢島の活動は離県後も継続されるが、福島県師範学
校を経て、兵庫県体育主事となった大正 11年から数
年間の活動を経て、体育指導者としての活動は停止
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される。
大正期の体育展開は、我が国の新しい指導指針の
構築期、さらに近代スポーツの初期的な展開期とし
て位置付けられ、注目されてはいるが、この時期の
体育指導者への言及や研究の蓄積は少ない。本稿で
は、この時期の体育実践を一身に引き受けた体育指
導者のその後の活動に着目することによって、国策
に翻弄された個人的な存在の意味を問う基本的な資
料を得たいと考える。国レベルの政策的な課題は、
その具体的な展開が必要とされるが、その末端部分
とも言える地方の教育現場や個人を捉えた研究は十
分とは言えず、地方の状況を捉え直すことは、政策
的課題の成功やそれらの問題点の意味をより鮮明
に、映し出してくれるものと言える。展開期の去っ
たその後の事情を斟酌する研究課題意識は、歴史的
な事象の把握に落としてはならない重要な視点を提
供していると言えよう。
矢島のたどったその後の活動を明らかにする本稿
の意義は、その点に置かれている。
矢島の執筆した論稿の全容
矢島は、生涯の活動を通じて、表 1に示すような
雑誌論稿や著作を有していた。以下、それらの論稿
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表１ 矢島鐘二の残した論稿及び著書
?岡山時代の論考>
明治 38年
10月 躰操の基本的形式 岡山県教育会誌
12月 普通学校に於ける運動会の運動競技 同
明治 39年
2月 座禅と体育 同
3月 新躰操法に就いて 同
6月 新躰操教授草案の一例 同
11月 兵式躰操の号令 同
明治 40年
3月 姿勢と運動との関係 同
9月 体操界の二系統 同
11月 体育会の二系統 同
明治 41年
1月 体育界の二系統 同
6月 巻舒自在の体操教授 同
7月 片仮名信号法に関する調査 同
11月 二人球竿体操撮要 同
明治 42年
1月 巻舒自在の体操教授 同
5月 小学校児童（男子）は如何なる競争遊戯を好むのか（これに関する統計的調査の結果） 同
7月 二分間体操に関する私見 同
11月 運動量と競争遊戯 同
明治 43年
1月 岡山県女子師範学校 岡山県立岡山高等女学校校友会第六回運動会参観記 同
3月 保母諸君に一寸一筆申上候 同
5月 行進遊戯論 同
7月 行進遊戯論 同
11月 行進遊戯論 同
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?栃木時代の論考>
明治 44年
11月 小学校遊技論 体育（日本体育会）
12月 小学校遊技論 同
明治 45年
1月 小学校遊技論 同
1月 体操教授に於ける中心運動主義 下野教育
2月 小学校遊技論 体育（日本体育会）
4月 小学校遊技論 同
大正元年
11月 新亜鈴球竿（棒）体操法 下野教育
大正 2年
4月 教育的運動会論 下野教育
?群馬時代の論考>
大正 5年
12月 吾妻郡小学校連合体操会に於ける二講評 上野教育
大正 6年
2月 群馬県内小学校の優良な体育実践の紹介 上野教育「体育通信」
3月 体育実践校の紹介（東京高等師範学校三橋助教授来県） 同
4月 体育実践校の紹介（東京高等師範学校永井道明他、戸山学校、学習院、
女子高等師範学校の先生来県） 同
7月 大正 2年からの東小学校体育奨励の経緯、可児 徳先生の協力他 同
8月 体育実践校の紹介（山形師範学校教諭の群馬の体操批判に対する矢島の見解） 同
10月 永井道明と群馬の体操との関わり、東小学校の実践
（大正 3年 4月から大正 6年 5月までの東小学校参観者数 3,445人） 同
11月 小林 始、学習院転出の経緯とその後の報告（手紙形式） 同
12月 体育実践校の紹介（学習院の教師・生徒の来県）
（吾妻郡の体操講習会の報告（矢島の育った場所への想い））
（九州帝国大学医学部桜井恒次郎来県に対する矢島の見解） 同
大正 7年
1月 体育実践校の紹介（体操の理論研究に対する矢島の見解） 同
2月 赤堀小学校の体育実践の経緯 同
3月 赤堀小学校の体育実践の経緯（つづき） 同
4月 体育実践校の紹介 同
5月 体育実践校の紹介、体操の沿革（体操史） 同
6月 矢島の学習院、東京の小学校視察報告 同
7月 実践校参観の感想（手紙形式） 同
8月 文部省体操講習会受講報告（可児等、競技推進に対する矢島の見解） 同
10月 怪我療養中の報告（体育実践校の紹介） 同
11月 体育実践校の紹介（戸山学校林大尉の視察講評） 同
12月 各地の連合体操会の概況 同
大正 8年
2月 九州の桜井博士のもとでの実験報告（大正 7年 12月 24日） 同
体育実践校の紹介
3月 佐波郡玉村小学校の紹介（香川県津村式体操器械の話題） 同
体育実践校の紹介
65
を中心に、彼の考え方や行動を明らかにしたい。
矢島の論稿のうち、岡山県師範学校勤務から栃木
中学校勤務を経て、群馬県師範学校勤務に至るまで
の記述内容に関しては、すでに概観しており??、ここ
では、その後の記述の内容に関して、みることにし
たい。群馬県師範学校では、大正 2年成立の学校体
操教授要目の内容の実現をめざし、群馬県下隅々ま
で出向き、体育実践を行なっており、群馬県教育会
が編纂した雑誌「上野教育」の内容からもの内容か
らも、その様子をうかがうことができる。特に矢島
の論稿は「体育通信」と称され、実践の様子が詳細
に綴られていた。特に、体操教授要目作成の中心人
物者であった永井道明や陸軍戸山学校の林大尉の視
察、その他、中央からの関係者の授業参観、視察が
頻繁であったこと、また全国からの多数の参観者の
来県、九州帝国大学桜井恒次郎博士の群馬県訪問や、
その逆に、群馬県の体操推進者たちの九州大学への
研修旅行などの様子をうかがい知ることができる。
矢島は大正 9年半ばにして群馬県を離れることに
なるが、教授要目の体操中心主義に対して、競技的
?福島時代の論考>
なし
?兵庫時代の論稿>
大正 15年
10月 444号 御挨拶（兵庫県体育主事退職の挨拶） 兵庫教育
?秋田時代の論稿>
昭和 4年
3月 三月教育政治号 私達の使命・・・愛の学窓 秋田教育
（「本県の教育、政治に対する批判と希望」という欄への執筆）
3月 美しき球（美談の内容の再録） 花輪高等女学校校友会誌「紫根」創刊号
昭和 5年
3月 詩の旅行 花輪高等女学校校友会誌「紫根」第二号
7月 はしがき～お母さま方へ 花輪高等女学校校友会「小さい学風」
11月 第 318号 教育上より見たる新校舎の特色 鹿角時報
昭和 6年
3月 教育上より見たる新校舎の特色（鹿角時報の内容とほぼ同じ）花輪高等女学校校友会誌「紫根」第三号
祝落成の歌（矢島自身の 7首の歌） 同
?著書>
明治36年12月 小学校に於ける体育的自然の遊戯
明治37年 3月 小学校に於ける体育的自然の遊戯（同名書 再版）
明治38年 1月 最新行進法
3月 斬新円舞的遊戯簡易行進曲
10月 遊嬉の友
12月 最新歩法全集 名舞踏の栞
明治40年 6月 行進遊戯堤要
明治41年10月 六学年配当小学校新遊戯書
大正 2年 6月 小学校遊戯の理論及実際（可児 徳共著）
大正 7年12月 群馬県に於ける基本体育の経過
大正13年 3月 スポーツマンの精神
大正14年 9月 遊戯の哲学（ギューリック著 矢島訳）
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な教材や武道などの運動内容を推進する声が上がっ
ていたことを指摘することができる??。また、小学校
教育の中における体操科の位置づけも微妙な変化を
していたことも、同時に指摘することができる??。学
校体操教授要目の第二次改訂の時期を前にして、中
等学校等の上級学校のスポーツ活動は広がりを見せ
ており、体育行政上、ひとつの転機にさしかかって
いたことも、矢島の活動の収束に影響を及ぼしたこ
とが指摘できよう。いずれにせよ、矢島は、大正 9年
の 10月より、福島県師範学校に身を移し、少しの足
跡を残し??、大正 11年 10月より、兵庫県体育主事の
役職を引き受けることになっていった。しかしなが
ら、この時期の矢島自身の教育雑誌等への記述を見
ることはできない。残念ながら、唯一の原稿は、大
正 15年 10月の兵庫教育（兵庫県教育会発行）の「御
挨拶」??であり、兵庫県体育主事を半ばにしてあわた
だしく退職する挨拶文を確認するのみであった。
矢島は、大正 15年 6月をもって、兵庫県を去るが、
その後、昭和 3年 4月、秋田県花輪高等女学校校長
となる。兵庫離県より、この間、東京の講談社に席
を置くが、詳細は不明である。高等女学校の校長時
代に、同校の校友会雑誌や秋田県の教育会雑誌に、
表 1に示したような論稿をみとめることができる。
彼の確認できる論稿は、この秋田時代を最後に見る
ことはできない。以下、これらの論稿について概観
したい。
秋田県花輪高等女学校校友会雑誌
矢島は、大正 3年、秋田県北部の高等女学校の校
長としての任に付くが、その理由は明らかではない。
しかし、秋田教育に確認される彼の記述からは、県
北の新しい女学校を軌道に乗せる使命を負っていた
ことは明白であった。秋田県教育会の雑誌「秋田教
育」には、県下の学校報告が掲載されているが、花
輪高等女学校校長の矢島は、「私たちの使命……愛の
学窓」として、次のような 8つのことがらをあげて
いた??。
皇室信仰、少女礼賛、自然礼賛、教の炎、躾け草、
郷土創造、相互連絡、勤め振
「少女礼賛」には以下のような説明がなされる。
?日に日に生長発達しつつある少女を伸ばした
い。情味ある教育。親切なる心盡し。」
以下、「自然礼賛」では、「えこひいきのない豊か
な徹底さに学ぶ。内部生命で伸びて行く。」、「躾け草」
では、「生徒さんの美点を発見したい。生徒さんの運
動や勤労に交わりたい。」という文章が付されてい
た。
矢島が赴任した花輪高等女学校は昭和 3年 4月に
発足するが、前身は花輪実科高等女学校（大正 15年
認可）であり、花輪小学校の一部を間借りした形で
あった。新校舎の完成は昭和 5年であった。
花輪高等女学校の校友会雑誌「紫根」創刊号???に
は、矢島の著作「美しき球」が 3頁にわたり掲載さ
れている（59頁～61頁）。これは、矢島の著書「ス
ポーツマンの精神」（大正 13年)???より、清水善造美
談???の箇所が、高等女学校の国語読本に転用された
ものであり、教科書の記述を、さらに簡略化した内
容となっている。しかし、アメリカのチャンピオン
テニスプレーヤー、チルデンに対し善戦する清水善
造の姿を想像する以上に、この物語を書いた本人が
女学校の校長先生だったことを知る生徒や保護者の
驚きを推測することは、そんなに難しいことではな
いと思われる。この美談の物語が高等女学校の国語
の教科書に採用されたのは大正 15年のものを確認
することができるが、地方の秋田で用いられた教科
書が、この美談をすでに採用したものであったかは、
不明である。矢島は、出発したばかりの学校の様子
を伝えるべく、校友会を立ち上げ、校友会雑誌を発
刊する。特に、創刊号が出版された翌年の昭和 5年
「小さい学風」と題された 1年間を詳細に綴った特
別号を編纂し、その活動を伝えていた。全 342頁に
も及ぶ内容は、次のように構成されていた???。
はしがき
学校こそ我等の家
ほほえみ
展覧会
小さい親切
楽しき協同
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針とペンと箸と筆
自然の人
始と終
われらの誇
心への運動
訣別
行程録
「ほほえみ」から「訣別」までの 10章分の内容で
あり、その中は数々の項目に分けられている。4月当
初からの学校行事や授業内容を中心に、教員や生徒
の執筆がちりばめられており、明らかに読み物とし
ての体裁を意識した内容となっている。
矢島は「はしがき」に以下のように書いている。
?この小冊子は、昭和 4年 4月 1日から同 5年 3
月 31日までの一年間のわが学窓の楽しい方面
のありのままの経過のあらましを認めたもので
す。学窓を楽しくしたい、子等を飽きかしては
万事は休む。欠伸をさせてはならぬ。愉快に伸
しかかってやる。よく学びよく遊ぶ。お母さん
方がうちの子が女学校に入ってから泣かないよ
うになった、休むのが嫌ひになったとて喜ばれ
るのは私達のこの上ない満悦でした。なぜ泣か
ない子になったか、休まない子になったか学校
の様子をお知らせしたいのです。」???
お母さま方へと題されたこの「はしがき」は、矢
島の教育観の一端を示したものと言える。矢島は、
この他にも、様々なことがらに取り組んでいたこと
が分かる。そのひとつに、これまで伝統的に行なわ
れていた生徒への表彰制度を廃止したことがあげら
れる。成績・操行優秀者、皆勤者への賞与をやめて
しまったのである。「小さい学風」には、矢島の卒業
式式辞のまとめが残されており、そのあたりの事情
をうかがい知ることができる。
「今日の卒業式にあたりまして、優等にも精勤に
も、操行のよい方にも、一切賞与を上げません。
私達のこの心持ちは、皆さんにもよくお察しが
出来ませう。あなた方は在学中その得意なこと
の上で、色々な形で、みな、精神的に認められ
た筈です。私達の学校は平素のいろいろの機会
に於てみんなを褒めて来たのです。ですから、
今日のお目出度い卒業式に当たって、一人の子
を喜ばせて一人の子を泣かせることをしたくな
いのです。……」???
矢島は、成績の一番も二番も差はない、お母さん
の看病のために欠席した子も、褒めてやりたい、欠
席をしないことだけが良いことではないと主張して
いた。
ちなみに、花輪高等女学校には「優等賞台帳（昭
和 2年 3月以降）」???なる資料が残されており、矢島
の転任後の昭和 7年 3月の卒業式には、この表彰制
度は復活していることが確認できる。矢島は、昭和
6年度末に県内の別の高等女学校に転任???となっ
た。
このような彼の校長としての教育活動に、これま
での体育活動を彷彿とさせる出来事が生じている。
昭和 4年、就任 2年目の 5月に「体育展覧会」なる
催しを行なっていた。その様子も「小さい学風」か
ら、うかがい知ることができる???。体育展覧会は次の
ような内容であった。
5月の 7，8日の二日間にわたって、花輪高等女学
校に隣接した町の公会堂で開催された。展覧会には、
女学校の体育活動に関連する資料やオリンピックや
国際競技会の写真などが展示され、1日目の午後に
は、女学生たちの運動実演会が行なわれた。2日目の
午後には、体育講演会が行なわれた。体育展覧会と
写真１ ?小さい学風」
（「秋田県立花輪高等女学校創立六十周年記念誌」口絵より）
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いう学校行事の発案は、恐らく校長の矢島が著名な
体育家であったことが関係していることが推測され
る。展覧会に出品された写真や現物資料の多くは、
東京高等師範学校、体育研究所、学習院の本人や附
属小学校の教師達を通じて、提供されたことが窺え
る。その他、内務省衛生局、内務省社会局、警視庁、
東京市役所、東京市衛生研究所、東京日日新聞等の
機関からの出展も確認できる。これらの借用には、
校長自らが東京まで幾度となく足を運び、折衝を繰
り返していたことも確認できる???。出展された 200
枚にも及ぶオリンピックや国際競技会で活躍する日
本人選手の活躍する姿を写した大少の写真は、日常
では目にすることの出来ない貴重な映像であった。
また、学習院に関係した皇族方のスポーツシーンを
捉えた写真も、貴重なものであったことは、想像に
難くない。「小さい学風」には、この 2日間の来場者
数が記載されており、1日目、3,733名、2日目、2,940
名、合計 6,673名にも及ぶ人数であったことが記さ
れている。この数は、来客者名簿に記載された数で、
名簿に記入していない人も多かったとされ、それら
を合わせると、1万名にも達したという???。ちなみ
に、この時期、県庁所在地の秋田市にて、「秋田県美
術展」が 8日間にわたり開催されており、それらの
来場者が 8,175名であったこと???と比較しても、県
北の花輪町で開催された展覧会の来場者の多さが分
かる。東京日々新聞秋田版???や秋田魁新報???は、い
ずれも、子の様子を大きく報じていた。
以上のような矢島の女学校での活動は、多くの協
力者を得て可能になっていったと考えられる。もち
ろん、そこには、矢島自身の旧知の人々との人脈が
あり、彼自身の熱い想いがあったことは、容易に想
像することができる。
一方で、矢島の昭和 3年の学校長就任にあたって、
地元新聞「鹿角時報」???（昭和 3年 5月 30日）に次の
ような記事をみとめることができる。
「『高女校長に非難の声』なる記事を見て 一記者
昭和 3年 5月 26日の東京報知新聞秋田版???に
『花輪高女校長に非難の声地元に高くなる』の
記事が揚げられて居た。自分は花輪に居住しそ
して他の人よりも多くの注意を世事物情けの上
に拂って居るつもりではあるがいまだ嘗つて何
所かで誰人よりも耳にしたことが無い、……先
づ好奇の眞をみはる前にその記事の内容を吟味
して見る必要に迫られた。自分はもとより矢島
校長が如何なる事情のもとに校長の任に赴かれ
たかを知る者ではない。……しかしながら任命
の動機によって教育の価値を云為することは早
計であり妄断である。出身学校が秋田師範学校
である人も県立女学校長におさまって居る人も
ある。……殊に地方の花輪町では一校長の学歴
に就いて不足なるの故をもって非難する者もあ
るように見受けられたが、自分が寡聞の故かい
まだ地元花輪町に此事を耳にせずに居る。」
鹿角時報の記者は、県立校の校長人事を快く思わ
ない人が報知新聞の記者にその欝憤を漏らしたので
はないかと推測している。女学校、矢島校長のため、
花輪町のため、自分がその誤解に備えようとしてい
ると結んでいる。
この記事から読み取れる内容は、秋田県立学校の
校長として、なぜ、秋田県と関係のない者が、しか
も、この時、矢島は兵庫県の体育主事を辞め、東京
の民間の出版社、講談社に席を置いていた者が、中
等学校の校長としてふさわしいのだろうかというこ
とであろう。さらに、中等学校の校長たる学歴には、
矢島の出身である体操学校（専門学校）はふさわし
くないという主張を読みとることができよう。初等
教育を担う師範学校出身でさえ、中等学校長にはふ
さわしくないとする学歴論を見ることができる。
恐らく、矢島自身も、こうした新聞記事のやり取
りに触れていたと思われる。矢島の高等女学校校長
としての活動を想像した時、自分の中心的な活動で
あった体操指導者としての職責との決別はその心中
にあったと思われる。この時期の中等教育の展開の
中にあって、教科外のスポーツ活動は、重視される
傾向にあったが、矢島は、あえて運動主義を前面に
出すことはなかったと思われる。それは、矢島の兵
庫県における活動が下したひとつの結論であったと
言える。兵庫県の体育主事の時代に顕在化しつつ
あった競技中心の体育活動に対する批判的な態度
は、むしろ秋田の学校長としての活動に反映されて
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いったとみなすことができる。一部の生徒を表彰す
る優等生制度の廃止や、すべての生徒や保護者（特
に母親）への目配りなど、矢島の教育観の現れと見
ることができよう。スポーツ競技と体操という体育
主事時代の葛藤は、恐らく、教育の中の体操科の位
置付け、ひいては、それが矢島自身の学校長として
の位置付けと重なっていたと推測される。秋田県の
高等女学校長としての矢島の歩みは、実績ある体育
指導者としての矢島鐘二との葛藤であったと見るこ
とができる。
矢島は、3年を経て、秋田県南の角館高等女学校
（昭和 6年 4月～昭和 7年 3月）、さらに同地の角館
中学校校長（昭和 7年 4月～昭和 10年 9月）として、
その任にあたった???。しかし、その間、これまで見た
ような論稿を見ることはできない。
兵庫県体育主事の時代
ここでは、秋田県花輪高等女学校に就任する前の
矢島の活動を概観したい。秋田時代の活動を考える
前提として兵庫県体育主事の職にあった彼の活動の
検討は、不可欠な事柄と言える。しかしながら、こ
の時期には、これまで見たような矢島の論述を見る
ことはできない。それに代わるものとして、主著と
なった「スポーツマンの精神」の記述から、この時
期の矢島の活動の意味を明らかにしたい。
１）体育主事としての仕事
矢島は、群馬県離県後、福島県師範学校勤務を経
て、大正 11年 10月に兵庫県体育主事として、その
任に当たる。この間の矢島の教育会雑誌等への論稿
は、管見ながら、現在のところみとめることはでき
ない。前述したとおり、雑誌「兵庫教育」には、大
正 15年 10月の退職の御挨拶という悲しげな文章が
残されているのみである。少し、その間の矢島を取
り巻く状況を記してみたい。
兵庫教育には、矢島の活動を確認できる記述が残
されている。矢島は、群馬県師範学校教師であった
時にも、群馬県の視学官として、県内全域にわたる
体操指導に関わっていた。兵庫県においても同様な
職責はあったものと思われる。矢島の後任の体育主
事松岡重徳は、「全県郡部小学校体育行脚の記」とい
う就任後の記事に以下のように記している???。
「今回の行脚に於いて本県小学校体育は実に穏健
にしてしかも円満なる発達を遂げていることを
確認したこれ全く数年間勤続の矢島主事の熱心
にして適切なる指導及師範教育の徹底と教職員
各位の協力的努力の賜なるを思ひ具に責務の重
且大なるに懼れを抱いて居る。」
別な記事は、次のように記す。
「矢島鐘二氏は六月二十日依願免官となった、何
だろうかうその様なほんとの話である、体育と
いへば矢島とすぐ頭脳に閃くといふのは県下何
千という教員の真実であっただけに県下体育の
向上伸展に貢献せし処は決して尠少ではなかっ
た、殊にあの体操視察の現場に於ける講評は実
に甘いものであった、其の眼光 々電光の如く
而も君が定見厳密にして高く講評適確簡にして
鋭単にして利実に付鉄殺人的である、同主事の
講評に対して兎に角の評をなすものあるも其れ
は完璧の瑕 を責むるものである、今や此良主
事を県から失ふたことは洵に遺憾とするのであ
る。」???
いずれも、退職後の時期に矢島に触れたものであ
るが、学校体育の普及に尽力した矢島の姿を思い描
くことは可能である。
矢島は、神戸在任中の大正 13年 3月に「スポーツ
マンの精神」（寶文館出版）を書き、翌、大正 14年
9月「遊戯の哲学」（ギューリック著）の翻訳を出版
している???。それだけをみれば、矢島の仕事は順調に
推移したと思える。しかし、大正 15年 6月には、退
職となったわけである。
兵庫教育に残された唯一の彼の意見表明、退職の
挨拶は、以下のようなものであった。
?謹んで申上げます。皆様方の御清康を賀します。
私は今回大日本雄弁会講談社に入社致し雑誌
『報国』に身を投じました。……誌上にて御詫
び旁々御挨拶申上げます。御許し下さい色々御
同情御援助を頂きまして御芳情有り難う御座い
ます貴県在任の五年を回顧しますれば本当に汗
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顔の至りです何卒御寛恕下さい。今後とも宜し
く御交誼を戴き度く折り入りて懇願致します。
……」???
お詫び、ご同情、ご芳情、お許し下さい、という
矢島本人の言葉や退職がうその様な話であるとする
前述の記述をどのように、受け取ったらよいであろ
うか。実は、この時期の体育やスポーツの状況が、
県体育主事としての矢島の行政手腕に大きく関わっ
ていたことが明らかとなってくる。学校体育の指針
となる学校体操教授要目は、大正 2年に成立し、ス
ウエーデン体操を中心教材とする体操科の普及が目
指されていった。矢島は、この時期に群馬県にあっ
て、その徹底した実践で注目を集めた人物であった。
しかし、同時に、教科の内容としても、あげられて
いた競技（遊戯）、すなわちスポーツは、教科の枠を
越えて、特に中等学校や大学にあっては、教科外の
活動として、注目を集めていた。特に野球は、「野球
害毒論」論争???を新聞紙上で引き起こし、野球を行
なう若者ばかりか、それを見る多くの年齢層の大人
たちにも、スポーツの醍醐味を教えた。しかし、行
き過ぎた競技熱は、学齢期の生徒たちには、好まし
くない影響も与えていた。矢島は、そうした加熱し
た競技に批判的であり、教科としての体操科の正し
い理解を求めていた。彼の体育行政上の課題は、ス
ポーツの普及推進をどのように展開するかであり、
教科の体操科のかかえる問題とは、質的には異なっ
ていることであったが、体操科の教育的な課題とし
て、理想的な運動の理解を希求していた矢島は、そ
のギャップを埋めることに苦心していたと言えよ
う。しかし、すでにヨーロッパの近代的な文化様式
は、神戸という都市では、普及し、スポーツも例外
ではなかったことが理解できる。そのような中、体
育・スポーツ行政の長である体育主事には、より新
しい対応が求められていた。先の後任の体育主事は、
同じ論稿の中で、希望として、「遊戯競技の研究」を
一層盛んにすること、相当の成績を挙げている「体
育連盟」に加入して貰いたい、ということをあげて
いた???。また、別の教員の論稿においても、「体操万
能主義でなければならない筈はない。興味、趣味、
と云ふものを中心として今後遊戯競技、ダンス……
等」が研究され、採用され、行なわれることを希望
するという主張もなされている???。大正 2年に制定
された学校体操教授要目は、大正 14年、第二次の改
正をむかえ、体操教材にも増して、遊戯、競技が重
視されてゆくことになる。まさに、矢島は、そのよ
うな時期の中にあって、自己の主張を果たすべく「ス
ポーツマンの精神」を書くことになる。
２）「スポーツマンの精神」
大正 13年 3月出版のこの著作は、「体育の倫理・
教育及哲学的意義を、帰納したもの」（序 1頁）とさ
れ、前篇「人への体育（運動道徳）」、後編「肉の教
育（運動教育）」からなり、皇族方の体育や学習院の
体育、テニス選手清水善造等についての記述に多く
を割いている。「実際に生きた生活を体験した人の美
はしい行動」が私達を感動させるのであり、理屈で
はなく、「現人の最近の事実」を陳述したと矢島は記
している???。
澤柳政太郎は序文で、次のように記している。
「遺憾ながら我が国今日の運動競技は勝負これ念
とする陋劣の心を起さしむる傾こそあれ正々
堂々たるスポーツマンの精神を養ふに適しな
い。……著者の本書に力説する所は運動の真の
目的を発揮せんとするにあると思ふ。即ち本書
は我が現時の運動競技が邪道に陥らんとするを
匡救せんとするものであろう。」???
矢島の経験を主体に綴られた文章は、一貫して、
勝敗にこだわり過ぎた競技（スポーツ）への批判で
貫かれている。運動を通した人格の鍛錬こそ意味の
ある行為であり、運動道徳の確立をめざすべきだと
いう主張は、皇族方や著名な体育指導者達の姿を通
して語られてゆく。そのような中、特筆すべき内容
にテニス選手、清水善造に関する記述があげられる。
言うまでもなく、清水善造は、大正 9年、ウインブ
ルドン、準決勝戦で、アメリカのチルデン選手と熱
戦を演じた我が国初の国際級のテニスプレーヤーで
あり、翌、大正 10年には、デビスカップ選手権大会
にて、熊谷一弥選手とともに決勝を戦った選手で
あった。我が国のスポーツ美談としてその後、伝え
られる物語が、この書作に収められているのである。
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数年の後、中等学校（主に高等女学校用）の国語教
科書に掲載されることになる「美はしき球」（「スポー
ツマンの精神」）が、この著作の重要な部分を構成し
ているのである。清水とチルデンの試合の最中に、
チルデンが転び、そこに清水がやわらかなボールを
返したという行為が、まさにスポーツマンシップと
され、矢島の語る理想的な運動家として、清水にま
つわる記述が展開されてゆく。その分量は、本書の
ほぼ四分の一に及んでいた。清水は、群馬県の高崎
市近郊の箕郷町の出身、矢島は群馬県の吾妻の生ま
れであるが、前橋中学校に入学、清水は高崎中学校
であった。ほぼ同世代の同郷人の活躍に、自分の姿
を想いを重ね、スポーツの何たるかを語ろうとした
のである。外国での清水の活躍は、次第に日本国内
にも情報がもたらされるようになる。矢島は、新聞
や他の情報を集め、清水の物語を書きつづっていっ
た。先に記した、体育主事としての手腕が問われる
そのような時期、まさに、自己の主張を清水のフェ
アプレイの行為に重ねてゆく。この著作が、その現
実に対し、どれほどの役割を果たしたかは不明であ
るが、大正 15年 6月、矢島は、体育主事の職責を全
うできず、依願退職となる。清水の美談の物語だけ
が、その後、独り歩きをすることになっていった。
おわりに
本稿の問題意識は矢島鐘二という体育指導者の群
馬県における実践時期後の足どりを明らかにするこ
とにあった。群馬県勤務以後、特に兵庫県での体育
やスポーツに直接かかわった立場とその後の秋田県
における高等女学校校長としての立場を中心とした
検討であった。矢島という人物を通して浮かび上が
ることがらについて以下、まとめてみたい。
矢島の体育や運動の考え方を端的に表している次
の文章を引いてみたい。
「即ち動もすれば今日の体育が其の内容を欠き、
目的の人間を忘れて、旗をとり度い勝ち度いの
形式に陥って居るのみならず、延いては村と村、
学校と学校、団体と団体との仲違ひとなるよう
な、忌む可き副産物をさへ醸しているのであり
ます。……重大なる問題は、人への体育に向かっ
て、その進路を転換する事であります。人への
体育は、単に勝った、旗取ったの結果よりも、
其の経過及態度即ち理想の遂行を尊重しま
す。」???（「スポーツマンの精神」）
矢島は、このように体育で運動をする意義を身体
の健康や維持や強化だけではなく、心のよりどころ
にもなることに気を使っていた。スポーツマンも勝
敗にこだわらず、精神的な充実やひととひとのつな
がりを感じとれるような精神・知性こそが重要だと
考えていた。「スポーツマンの精神」の記述中の清水
善造に関する記述には、そうした矢島の考えるス
ポーツマンの理想が反映されていたと言える。矢島
は、群馬県における体育実践活動を後に振り返り、
体操（体育）の意味を、そのように語っている。兵
庫県体育主事としての職にあった次期、野球を中心
とした競技（スポーツ）は、選手制度を先鋭化させ、
学業を疎かにしてまでも、勝敗にこだわり、行なう
人も見る人たちも、粗野な、荒々しい人に変えてし
まうことを訴えていた。詳細は明らかにされないが、
矢島の周辺では、常にこうした問題が生じていたこ
とが推測できよう。矢島の体育主事の交替を驚く記
事や体育状況を綴った記事にも、そうした事情を窺
うことができる。矢島はあくまで、運動精神を語り、
「運動教育の情味」???を語りたかった。秋田県にお
ける高等女学校校長としての立場は、まさに、その
運動哲学を語り、教育を語ったものとみなすことが
できる。学校管理職として、これまでの体育指導者
としての実績をもちながらも、恐らく、就任時に揶
揄された出来事を意識しながら、過去の自分との葛
藤の上に過ごしたことが想像される。矢島は、新設
なった学校において、いち早く校友会雑誌を編纂し、
その創刊号に「美しき球」を掲載する。この清水善
造の美談は、矢島の理想とするスポーツマンの精神
を体現した物語であり、その意味で、これまでの体
育やスポーツの関わりを完全に断ち切っているわけ
ではない。体育展覧会という学校行事も、同じく、
それまでの自身の実績を有効に使いながらの開催で
あった。新設の高等女学校の学校長としての仕事は、
まさに衆人の注目となったと思われる。花輪高等女
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学校は、矢島就任から数年後、秋田県の体育大会で
学校成績の第三位を獲得している???。恐らく、校長と
しての矢島の立ち位置が、そうした実績をつくり出
したものと思われる。しかし、矢島自身は、運動や
スポーツを一方的に重視する姿勢からは離れてい
た。表彰制度の廃止や、スポーツを教科外に楽しむ
行事として実践していった姿勢は、その反映と考え
ることができる。体操指導者から体育行政者、さら
に教育者という道筋には、それまでの教育の実践活
動の中で、目指されていった矢島自身の哲学が、成
熟しつつあったのかも知れない。
付記；本稿は、平成 22・23年度科学研究費補助金（基盤研究
（C）課題番号 22500567）に基づく研究成果の一部で
ある。
注記
1）真行寺朗生・吉原藤助「近代日本体育史」昭和 2年（昭
和 59年復刻版 有明書房）
2）矢島鐘二「群馬県に於ける基本体育の経過」培風館 大
正 7年
3)福地豊樹他「大正期の群馬県における学校体育の展開
第 1報～体操模範校在籍者への聴き取り調査報告を中心に
～」群馬大学教育学部紀要 芸術・技術・体育・生活科学
編 第 22巻 49～62頁 1987年、福地豊樹「大正期の群
馬県における学校体育の展開 第 2報～東尋常高等小学校
「体育施設要覧（大正七年）」の検討を中心にして～」群馬
大学教育学部紀要 芸術・技術・体育・生活科学編 第 23
巻 125～145頁 1988年、福地豊樹「大正期の群馬県にお
ける学校体育の展開 第 3報～上野教育「体育通信」にみ
る矢島鐘二の体育観～」群馬大学教育学部紀要 芸術・技
術・体育・生活科学編 第 25巻 179～190頁 1989年、
福地豊樹「佐波郡赤堀尋常高等小学校「我が校の体育」に
ついて～大正後期から昭和初期にかけての群馬県の体操科
教育の一断面～」群馬大学教育学部紀要 芸術・技術・体
育・生活科学編 第 20巻 31～47頁 1984年
4)福地 前掲書「大正期の群馬県における学校体育の展開
第 3報～上野教育「体育通信」にみる矢島鐘二の体育観～」
群馬大学教育学部紀要 芸術・技術・体育・生活科学編 第
25巻 179～190頁 1989年
5)例えば上毛新聞 第 10581号 大正 9年 8月 5日、同
第 10587号 大正 9年 8月 11日等には、そうした論調が確
認できる。
6)「上野教育」には、体操重点主義に偏った教育に懐疑的
な意見も聞かれていた。「心苦しき告白」第 358号 38～39
頁 大正 6年 8月
7）福島県師範学校における矢島の活動の詳細は未確認であ
るが、在職期間中（大正 9年 10月～11年 7月）体操科に関
する小学校教員講習会の講師を務めていることが確認でき
る。大正 10年 9月に 3日間の小高方部研究会（大正 11年
3月編「福島県学事一覧」26頁）、大正 11年 4月から 10月
にかけての講習会（「福島県報」第 697号 大正 11年 4月
9～10頁）には講師矢島鐘二の名が記載されていた。
8)矢島鐘二 ?御挨拶」；兵庫教育 第 444号 108頁 大
正 15年 10月
9 )矢島鐘二 ?私達の使命……愛の学窓」；秋田教育 三月
教育政治号 4～5頁 昭和 4年 3月
10)花輪高等女学校校友会誌 ?紫根」創刊号 59～61頁 昭
和 4年 3月（鹿角市花輪図書館所蔵）
11)矢島鐘二 ?スポーツマンの精神」寶文館 大正 13（1924）
年
12)清水善造美談に関しては、以下の拙稿を参照のこと。「清
水善造美談『美はしき球』に関する一考察～執筆者矢島鐘
二の創出という視点から～」スポーツ史研究 第 24号 15
～26頁 2011年
13）花輪高等女学校校友会編「小さい学風」昭和 5年 7月
14）同上書 3～4頁
15）同上書 303頁
16）「昭和二年三月以降 優等賞台帳 花輪実科高等女学校」
（秋田県立花輪高等学校所蔵）として綴じられた資料であ
るが、昭和三年度以降は、秋田県立花輪高等女学校の名で、
記載されている。
17)矢島は昭和 6年 3月に花輪町を離れ、4月より県南の角
館高等女学校校長となった。その期間はわすか 1ヶ年、昭和
7年 4月には、角館中学校校長に移動、昭和 10年 9月まで、
その職にあたった。
18)前掲書 花輪高等女学校「小さい学風」30～47頁にその
詳細を見ることができる。
19)同上書 45頁
20)同上書 44頁
21)秋田魁新報 昭和 4年 5月 14日；「八日間入場者 八千
百七十五人 本社主催秋田美術展」
22)東京日々新聞秋田版 昭和 4年 5月 10日 第 18936号
23)秋田魁新報 昭和 4年 5月 10日、魁新報社は、昭和 4年
5月 4日にも「花輪高女校体育展覧会来る七、八日」という
記事を紹介していた。
24)鹿角時報 昭和 3年 5月 30日；地元紙であり、鹿角市花
輪図書館長阿部正記氏の紹介により、知ることができた。
25)鹿角時報で報じられた「東京報知新聞秋田版」は残念な
がらその所在を確認できていない。
26)角館における矢島の活動を物語る資料は多くないが、後
年編纂された次の資料から、その活動の一端をうかがうこ
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とができる。別の機に報告をしたい。
秋田県立角館高等学校「創立史話」創立 60周年記念 昭
和 60年 11月 発行
同創立 60周年記念文集刊行委員会編「朔雪六十年」（発
刊年月日が確認できず、「創立史話」の発刊に近い時期と推
測される）
同創立 70周年記念誌「角館高校物語」北のみち社編 平
成 7年 10月 発行
27)松岡重徳 ?全県郡部小学校体育行脚の記」；兵庫教育
第 450号 53頁 昭和 2年 4月
28)兵庫教育 第 442号 89頁 大正 15年 8月
29)「遊戯の哲学」（ギューリック著）の翻訳に関する事情の
詳細は不明である。同じ年に、異なる訳者、山本寿喜太に
より翻訳本が出版された。
30)この他矢島の退職を紹介した記事は、先にあげた兵庫教
育 8月号の他、9月号（第 443号、大正 15年 9月）にもみ
とめられる。
31)いわゆる「野球害毒論」は明治 44年、東京朝日新聞社に
よって、喚起された野球の弊害を問う出来事であり、球界
を巻き込んだ紙上論争となった事件であった。学校におけ
るスポーツの拡大を示す事件と言えた。
32)松岡 前掲書 53頁
33)大上可雄 ?現今体操教授上の反省」；兵庫教育 第 426
号 23頁 大正 14年 4月
34)矢島 前掲書「スポーツマンの精神」9～10頁
35)同上書 序 2～3頁
36)同上書 2頁
37)同上書 285頁
38)「小さい学風」には、昭和 4年の 9月に開催された秋田
全県女子中等学校体育大会で、総合成績第 3位という結果
をおさめたことが記されている（同書 269～270頁）。その
後、スポーツが盛んになってゆく様子は、秋田県立花輪高
等学校「創立 50周年記念誌」（昭和 51年発刊）の卒業生の
記述からもうかがい知ることができる（記念誌 82～87
頁）。矢島は、スポーツに特化した学校にしようとした意図
はなかったが（むしろスポーツの特別扱いを嫌っていた）、
結果として、彼の存在は、生徒とスポーツとの関わりをつ
くっていったものと推測される。花輪高等女学校を離れ、
次のふたつの秋田県内の中等学校においても、そうした傾
向が確認できる。
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